
   

 

 

 

 

     

【７月１６日（火）１・２年生：出前授業「音楽」】 
  １・２年生の子どもたちが、音楽療法士の桐生小百合さんを講師にお招きし、「未来応援人～FOR 

YOUR FUTURE～出前授業『音楽』」を受講しました。身近な素材を使った桐生さんの手作りの楽器を

使って、子どもたちの五感を刺激しながら音楽を体感しました。子どもたちは、手作りの楽器に興味津々

で、「どうやって使うのだろう？」と思っていました。桐生さんは、その使い方について子どもたちに想像さ

せ、意見をどんどん出させていました。みんなで気付いた演奏方法で、楽しそうに音楽を奏でていました。

子どもたちの心が音楽で豊かになるひと時でした。桐生さん、ありがとうございました。 

   

【７月１６日（火）３・４・５年生：出前授業「馬術体験」】 
  ３・４・５年生の子どもたちが、鈴鹿ホースパークから河北さんをはじめとする方々を講師にお招きし、出

前授業「馬術体験」を受講しました。まずは、馬術についての講義を受けました。講師の河北さんから、

「馬術とは動物とともに行う唯一のスポーツであること」「競技を行うために、騎手と馬とが日々コミュニ

ケーションをとり、信頼関係を築くことが大切である」ということを教えてもらいました。また、馬術を通して

「他者の気持ちを考え、思いやりを持つことを大切に」と心温まるメッセージをいただきました。講義が終

わると、４年生、３年生、５年生の順に、実際に馬と触れ合う体験をさせていただきました。この日に来てく

れた３頭の馬は、昔、庄内地区の「桜まつり」に参加したことがあるそうです。その馬に出会えたことは、素

晴らしい縁だと感じました。河北さんたちが馬術競技の乗り方を見せてくださいました。華麗な手綱さばき

と馬の躍動感に、子どもたちは感嘆の声を漏らしていました。そして、子どもたちが馬に乗り、運動場を一

緒に歩きました。乗ることを怖がっている子もいましたが、乗れると笑顔になり、かっこよく乗りこなしていま

した。最後に、御礼も込めて馬に餌をあげていました。どの子も馬と触れ合うことで、心が穏やかになる素

敵な体験の時間となりました。鈴鹿ホースパークの皆さん、ありがとうございました。 

   

庄内小学校通信 

第１４号 

２０２４年７月１８日 
 



【７月１７日（水）５・６年生：命の学習「着衣泳講習」】 
  ５・６年生の子どもたちが、鈴鹿中央消防署の方を講師にお招きし、出前授業「着衣泳講習」を受講し

ました。「着衣泳」とは、落水時に、救助されるまでの間、呼吸を確保しながら浮き続ける自己保全を目的

とした対処法です。昨今、海や川で水の事故に遭うニュースが後を絶ちません。そこで、子どもたちが、い

ざという時に自分で自分の命を守るために、本講習を受講することとしました。まずは、消防隊員の皆さ

んに理論を教えていただき、お手本を見せていただきました。次に、子どもたちが、服を着たまま、靴を履

いたまま入水し、プールの中を走り回りました。服を着たまま水中で動くと、重たかったり動きにくさがあっ

たりすることを体感しました。続いて、対処法を学びました。２Ｌの空のペットボトルを抱いて、力を抜いて仰

向けに浮きました。隊員の皆さんのサポートで、全員があっという間に水面に浮きあがりました。子どもた

ちは、対処法をしっかり会得することができました。命の大切さを学ぶ、貴重な機会となりました。消防隊

員の皆様、貴重な学びを子どもたちに授けていただきありがとうございました。 

   

【子どもたちの安心安全の取組～保健室前の掲示から】 
 庄内小学校では、子どもたちとともに安心・安全な学校生活づくりを進めています。保健委員会の委員

と養護教諭を中心に、子どもたち自身で安心・安全に暮らすための様々な取組を行っていますので、紹介

します。 

【庄内小ケガマップ】 
  保健室の来室者が、何年生がどこでどんなけがをした 

かシールで示したマップです。子どもたちが活動するとき 

に、「どこでどんなことに気をつければよいか」マップを 

見て知ることができます。子どもたちのけがの予防の一助 

を担っています。 

 

【熱中症予防レンジャー】 

    子どもたちに、熱中症にならないためにはどう 

予防するかを知らせる掲示です。子どもたちが 

楽しく覚えられるように、ヒーローが教えてくれて 

います。子どもたち自身が熱中症から身を守る 

ための取組です。 

※  右下には、ペットボトル飲料に砂糖がどれだけ 

入っているかがわかるようになっています。 

 

 


